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１９９７年９月５日～９月２４日まで有働公一助手は「傾斜機能界面を有する生体複合材料のＨＲＥＭによるキャラク
タリゼーション」のテーマで国際学術研究（大学間協力研究）実施のためベルギー王国アントワープ大学に滞在し
た。  
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